
 総合司会：本田光子（九州国立博物館）

10:00～10:05 開会挨拶　「市民と共に ミュージアムＩＰＭ」実行委員会副委員長
 森田　稔 （九州国立博物館副館長）

10:05～11:00 わが国における資料の保存公開施設のIPM―美術館・博物館から文書館・図書館まで―
 三浦定俊 （公益財団法人 文化財虫菌害研究所理事長）　　　　　　　　　　　
11:00～11:50 ＩＰＭは日常のことに―これまで、いま、そしてこれから―
 村田眞宏 （愛知県美術館館長）
（休憩）
 
 
13:00～13:25 愛知県美術館のＩＰＭプログラムとサポート組織
 長屋菜津子 （愛知県美術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13:25～14:30 九州国立博物館のＩＰＭと市民による支援活動
 秋山純子 （九州国立博物館）
 地元NPO法人でスタートした支援活動
 下川可容子 （株式会社 タクト）

 ボランティア活動からＮＰＯ法人活動へ
 新原茂春 （第1期ボランティア・NPO法人ミュージアムIPMサポートセンター）

 気付きと見守りのＩＰＭボランティア
 内田祥乃 （第2期ボランティア）

 紙芝居やカルタで伝えるＩＰＭ
 伊藤幸子・内田成美・楠原圭子・東浦京子（第3期ボランティア）

（休憩） 
 

14:45～15:10 小規模複合文化施設のＩＰＭ―課題と取り組み―
 井上理香 （太宰府市文化ふれあい館）

15:10～15:35 ユネスコ世界記憶遺産登録で始まった地方博物館のＩＰＭ
 ○藤本和美・福本　寛・中川恭子  （田川市石炭・歴史博物館）

15:35～16:00 ＩＰＭ導入とそれからの４年間―その背景、これまでの取組み、今後の展望―
 ○富澤治子・杉谷和泉・蔵座江美・芦田彩葵・岡田直幸  （熊本市現代美術館）

16:00～16:25 小さな博物館のＩＰＭ―考古資料収蔵の★になれ！―
 成田　聖 （奈良文化財研究所 飛鳥資料館）

16:25～16:30 閉会挨拶　「市民と共に ミュージアムＩＰＭ」実行委員会委員長
 三輪嘉六 （九州国立博物館館長）

平成25年度文化庁地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

平成25年10月12日（土） 10:00～16:30
一橋大学  一橋講堂
（東京都千代田区一ツ橋2-1-2  学術総合センター内）

http://www.kuba.co.jp/ipm2013/ （要・事前申込み）

基調講演：ミュージアムとＩＰＭ

基調報告：ミュージアムＩＰＭと市民活動

事例報告：ミュージアムＩＰＭの導入と成果

主　　　　催：  「市民と共に ミュージアムIPM」実行委員会（九州国立博物館・九州/山口ミュージアム連携事業実行委員会・福岡県教育委員会・大野城市教育委員会・春日市
教育委員会・太宰府市教育委員会・筑紫野市教育委員会・那珂川町教育委員会）、九州国立博物館

連携協力機関： 公益財団法人太宰府顕彰会、愛知県美術館、大分県立歴史博物館、九州歴史資料館、熊本市現代美術館、高知県立美術館、長崎歴史文化博物館、
福岡県立美術館、福岡市美術館、太宰府市文化ふれあい館、筑紫野市歴史博物館、奴国の丘歴史資料館、九州産業大学美術館、九州大学総合研究博物館、
久留米大学比較文化研究所、西南学院大学博物館、田川市石炭・歴史博物館、NPO法人ミュージアムIPMサポートセンター

後　　　　援： 九州文化財国際交流基金、公益財団法人文化財虫菌害研究所、一般社団法人文化財保存修復学会、一般社団法人国宝修理装潢師連盟、一般社団法人ミュー
ジアム支援者協会、NPO法人文化財保存支援機構

公開シンポジウム「市民と共に ミュージアムIPM」

第1部

第2部

第3部

500名



平成25年度文化庁地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

　近年、世界の美術館・博物館・図書館等の虫菌害対策は化学薬剤処置から日常管理を基本とするIPM（Integrated Pest 

Management：総合的有害生物管理）へと転換されつつあります。我が国でも、ガス燻蒸に用いる特効薬がオゾン層破壊物質と
して全廃されたことを機に、化学薬剤だけに頼らない「モノ・ヒト・環境にやさしい」IPMに取り組む館が増えてきました。
　本シンポジウムは、こうしたミュージアムIPMを地域や市民と共にすすめることが、文化施設のIPM導入を助けること、そしてそ
のことが博物館全体の運営そのものにも役立つことをお伝えしたいと思います。ごく普通のこととしてIPMを支援する市民の輪の
拡がりや、地域の文化施設の導入取り組み事例により、IPM導入による可能性を発信いたします。
　九州国立博物館は、2005年の開館前から「市民と共に　ミュージアムIPM」の研究と実践を続け、2007年度より科学研究費や
文化庁受託事業・補助事業の一環として支援者育成研修と共に本シンポジウムシリーズを６回にわたり開催してまいりました。最終
年度の本年は、本事業による市民活動ならびに支援者研修参加を契機にIPMを導入した施設からの事例報告をとおし、これま
での事業成果について広くご紹介するものです。

［お申し込みと受付］
参加無料・事前申込み制　※定員500名に達ししだい締め切ります。
下記ホームページ上の申込フォーム、または 1）氏名（フリガナ）、2）住所（自宅または勤務先のどちらかを明記）、3）電話番号、4）職業、5）
Eメールアドレス、6）今後のシンポジウムの案内希望の有無、以上をご記入のうえ、Eメール、はがき、FAX にてシンポジウム事務局までお
申し込み下さい。
※参加申込にてご提供いただきました個人情報は、本シンポジウムの受付と統計・分析および関連イベントのご案内以外には使用いたしません。

● 東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線「神保町駅」下車　
　 A8出口より徒歩4分
● 東京メトロ東西線「竹橋駅」下車　1b出口より徒歩4分

公開シンポジウム「市民と共に ミュージアムIPM」

公開シンポジウム「市民と共に ミュージアム IPM」　FAX申込書［03-3238-1837］

連絡先（　□ 自宅　・　□ 勤務先　）　※連絡先が勤務先の場合、必ず会社名まで明記ください。

〒　　　　-

E-mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

次回以降のシンポジウム案内を　　　希望する　　　・　　　希望しない

電話番号 FAX番号

氏　名
ふりが な

［お問い合わせ先］
「市民と共に ミュージアムIPM」シンポジウム事務局
（株式会社クバプロ内） 
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-11-15 UEDAビル6F
TEL：03-3238-1689　FAX：03-3238-1837　
E-mail：ipm2013@kuba.jp　

http://www.kuba.co.jp/ipm2013/

［交通のご案内］

（学術総合センター内）
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